
地域の居場所
づくりサミット

2022年度 助成プログラムについて

「居場所における⾷育」

財団理事 鶴岡佳則（農林⽔産省 消費・安全局 消費者⾏政・⾷育課 ⾏政専⾨員）

午前の部　10:00～12:00
午後の部　14:30～16:30

午前の部・午後の部とも同じプログラムとなります。

「コロナ禍における⼦ども⾷堂について 展望と課題

  ⾷⽀援活動の現状と⾷材⽀援に関する調査より」

  全国⾷⽀援活動協⼒会 専務理事 平野覚治

教えて！今の⼦ども達のこと、居場所のこと

第２部　地域の居場所づくり講座

完全オンライン配信
参加費　無料

各回定員８０名

第１部　キユーピーみらいたまご財団助成説明会

申込み

2021.11.6 土

主催 公益財団法⼈キユーピーみらいたまご財団

お問合せ

説 明 会
講　演

講　演
 
 

交 流 会 ⼀般社団法⼈全国⾷⽀援活動協⼒会

03-5426-2547(平⽇10〜17時）

saposen@mow.jp

https://www.mow.jp
お電話⼜は下記ホームページより申込みフォームにおすすみください。

各回終了後、各回終了後、
個別相談会を開催します個別相談会を開催します
・・・・事前申込み制・・事前申込み制・・

好評につき、2回開催。参加枠を広げました！
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  ブレイクアウトルームに分かれた交流タイム

第１部　キユーピーみらいたまご財団助成説明会
説 明 会

 
 
 
 
 
 
 
 
 

講　演

講　演
 
 

交 流 会

●���������プロフィール  ●

農林⽔産省に⼊省以来、企画・広報、消費・安全業務を担当し、特に⾷育問題では第

⼀⼈者といわれている。官⺠を問わず幅広い⾷育活動に取り組み、全国のネットワー

クづくりに情熱を注いでいる。

キユーピーみらいたまご財団では、「⼦ども」を対象とする⾷育活動、⾷の居場所づくり活

動への助成公募を⾏います。「⼦ども」には胎児を含む妊産婦も対象とし、産前産後ケアの

ための⾷育活動を⽀援するとともに、⼦どもたちが過半数を占める多世代⾷堂や、地域⾷堂

も対象とします。

尚2022年度も引き続き、新型コロナ禍の影響を受ける前提で感染予防対策を⾏ったうえでの

活動を対象とします。

本サミットでは各助成プログラムの概要、申請⼿続きについてご説明いたします。

//事前申込み制//
 

助成事業個別相談会

午前の部　12:00～13:00
午後の部　16:30～17:30

2022年度助成事業へ申請をご検討の
団体を対象に個別相談会を設定しています。

完全オンライン配信
各回定員８０名


